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富士急ビジネスサポート・富士急建設JV 所管課 観光資源課

指定管理者が行う業務

Ｈ１９年度実績（人） Ｈ２０年度計画（人） Ｈ２０年度実績（人） Ｈ２１年度目標（人）

228,470 230,000 247,237 245,000

Ｈ２０年度計画額（円） Ｈ２０年度実績額（円） 差額（計画額ー実績額）（円） Ｈ２１年度計画額（円）

利用料金収入 0 0 0

指定管理料 34,500,000 34,500,000 0 35,000,000

その他収入 0 0 0

計 34,500,000 34,500,000 0 35,000,000

33,891,000 33,631,245 259,755 33,893,000

609,000 868,755 1,107,000

施設の運営目標の達成状況

当センターの利用者に対して事業計画に基づき適切な管理運営を実施し自然保護についての知識の普及や観光地
の適正な利用方法の普及並びに来訪者の利便の向上を図った。その結果、来館人員が計画に対して７％増となり多く
の利用者に対して施設の使命を果たすことが出来た。

自主事業の評価

評価

利用者の声

○施設内容　　　　　　満足　９３．４％　不満　４．４％
○施設整備状態　　　満足　９３．８％　不満　２．６％
○接客・サービス　 　満足　９５．６％　不満　０．９％
○総合　　　　　　　　　満足　９２．４％　不満　３．６％
○総合的な満足度　　９３．７６％

施設が清潔・きれいで快適であった。
接客が親切丁寧だった。
富士山についてたくさん勉強することが出来た。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

適正に運営した結果、利用者の９０％以上が満足との回
答となった。

維持管理業務及び運営業務について、事業計画どおり実施しており、概ね適正と言える。来館者についても、事業計
画を上回ったことは、大きな成果である。今後もより一層適切な運営に努めるとともに、来館者の利便性のより一層の
向上を図ること。
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総合的な評価及び改善事項

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

徹底して無駄を排除するなどコスト削減努力を行い適正な
管理運営を行った。

今後も無駄を徹底排除し、コスト削減努力を行い、適切な
管理運営を行うこと。

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）結果（平成２０年度事業分）

富士ビジターセンター

平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日

施設名

指定管理者

指定期間

○施設及び設備器具の維持保全に関する業務
○山梨県の観光案内に関する業務
○知事が必要と認める業務

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

業務計画を水準以上に実施した結果、平成２０年度計画
数値に対して７％増を達成した。これは、当センター自体
の受け入れ態勢の強化と同時に誘致・広報などに置いて
当社グループのスケールメリットを生かした運営を実施し
た結果である。

今後も平成２１年度来館者見込み245,000人達成に向け、
より一層適切な運営に努めること。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

満足度

一部の設備について老朽化が進んでいる箇所もあるが、
適切な保守管理を行った結果運営に支障は出ていない。

施設の維持管理については、事業報告書や現地確認の結
果、適正に業務執行されている。
今後も来館者のため、適正な維持管理業務を行うこと。

総合的な満足度は９３．７６％と非常に高くなったが、利用
者からの改善要望で可能な項目については改善し、更な
る満足度向上につなげること。
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利用者数

評価

施設の使命・役割（運営目標）施設・設備を使用して自然の保護についての知識及び観光地の適正な利用方法の普及並びに来訪者の利便を図る。

運営業務の評価

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

計画通りに実行した。特に、誘致・広報に力を入れると同
時にスタッフ教育によるホスピタリティー溢れるサービスの
提供やイベントを実施し来館者の満足度を上げた。

運営業務については、事業報告書や現地確認の結果、適
正に業務執行されている。
今後も誘致・広報の強化や接客サービスの向上を図り、来
館者の増加や利便性の向上に努めること。

維持管理業務の評価

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容


